
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袖ケ浦市子育て応援プラン 

 

（子ども・子育て支援事業計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 一部変更 

袖ケ浦市 

 



１０５ 

 

③放課後児童クラブの平成３１年度に達成されるべき目標事業量 

○ニーズ量（全体と地区別） 

（月当たりの実利用者数:人） 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成 31 年 

■低学年(１～３年生)ニーズ量  （Ａ）   ４０１  ３８７      ４５５ ４６６ ４８３ 

■高学年(４～６年生)ニーズ量 （Ａ´） １８５ １８９ １８０ ２１０ ２２３ 

ニーズ量 全体      （Ａ＋Ａ´） ５８６ ５７６ ６３５ ６７６ ７０６ 

 昭和地区 １５５ １５３ ２２２ ２３０ ２４４ 

長浦地区 ３１６ ３１１ ２７８ ２９５ ３０８ 

根形地区 ３９ ３８ ４４ ５１ ５２ 

平川地区 ７６ ７４ ９１ １００ １０２ 

〇ニーズ量と確保方策 

（月当たりの実利用者数:人） 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成 31 年 

ニーズ量 全体  （Ａ＋Ａ´）   ５８６  ５７６      ６３５ ６７６ ７０６ 

確保方策・提供量      （Ｂ） ５５０ ５６０ ６９５ ７１０ ７４５ 

 昭和地区 １４５ １４９ ２１０ ２１０ ２３５ 

長浦地区 ２９７ ３０２ ３５５ ３５５ ３５５ 

根形地区 ３７ ３７ ５０ ５０ ６０ 

平川地区 ７１ ７２ ８０ ９５ ９５ 

差       （Ｂ－（Ａ＋Ａ´）） △３６ △１６ ６０ ３４ ３９ 

 

④確保方策について 

放課後児童健全育成事業については、市内の小学校区ごとに実施されています。低学年

と高学年を合わせた全体のニーズについては急激ではないものの増加傾向が見られます。 

今後の確保方策としては、平成２８年度に蔵波小学校区に開設した放課後児童クラブに

加え、増加するニーズ等に対応するためさらなる施設整備を見込み平成３１年度は７４５

人とします。併せて、放課後児童クラブの利用申込みに対し適切に対応できる環境を整え

るため、各クラブ間の連携に努めます。 

また、今後の施設整備については、学校施設の活用や放課後子ども総合プランの推進を

踏まえた総合的な観点から検討します。 

 

放課後子ども総合プラン 

 放課後子ども総合プランとは、全ての小学生が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な

体験・活動を行うことができるよう、一体型を中心とした放課後児童クラブと放課後子ど

も教室の計画的な整備を進めるため国が策定。袖ケ浦市は、放課後児童クラブと放課後子

ども教室を一体型あるいは連携型の整備を推進します。 

 

＊一体型…同一の小学校内等で両事業を実施し、共働き家庭等の児童を含めた全ての児童が放課後

子ども教室の活動プログラムに参加できるもの 

＊連携型…放課後児童クラブまたは放課後子ども教室を小学校外で実施するものの、共働き家庭等

の児童を含めた全ての児童が放課後子ども教室の活動プログラムに参加できるもの 
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⑤放課後子ども総合プランの推進方策について 

○一体型、又は、連携型の放課後児童クラブ・放課後子ども教室の平成３１年度に達成さ

れるべき目標事業量 

 放課後子ども総合プランに沿って放課後児童クラブと放課後子ども教室を一体的な、又

は連携よる実施を推進します。 

 平成３１年度 昭和小学校、長浦小学校の２校で一体型の実施 

        その他の小学校区についてはニーズ調査結果により計画的に推進します。 

 

○放課後子ども教室の平成３１年度までの整備計画 

 平成２３年度 昭和小学校区で連携型を実施 

 平成２４年度 長浦小学校区で連携型を実施 

 平成３０年度 全小学校区で放課後子ども教室のニーズ調査実施 

        昭和小学校区、長浦小学校区で一体型の実施に向け計画的な整備の推進 

 平成３１年度 昭和小学校区、長浦小学校区で一体型の実施 

その他の小学校区はニーズ調査結果により一体型、または連携型の計

画的な整備の推進 

 

 ＊実施形態に限らず、放課後等に学校の教室等を利用し、希望する児童が参加すること

ができる体験型学習等については、この整備における子ども教室とみなします。 

 

○一体型又は連携型の放課後児童クラブと放課後子ども教室の実施に関する具体的方策 

・放課後児童クラブの放課後児童支援員と放課後子ども教室のコーディネーターとが、定

期的に情報交換を行い、児童の状況等を共有する。 

・すべての子どもが放課後を安全安心に過ごすことのできる環境を整えるため運営委員会

を設置する。 

 

○小学校の余裕教室等の放課後児童クラブ・放課後子ども教室への活用に関する具体的な

方策 

 教育委員会と福祉部局の間で協議し、学校施設の利用を推進します。 

 

○放課後児童クラブ・放課後子ども教室の実施に係る教育委員会と福祉部局の具体的な連

携に関する方策 

 同じ学校に通う児童の健やかな成長のため、教育委員会と福祉部局は放課後対策につい

て実施主体にかかわらず、連携して取り組むこととする。 

 

○地域の実情に応じた放課後児童クラブの開所時間の延長に係る取組 

 現状、全クラブ（１４クラブ）で午後７時まで開設しており、今後も現在の開設時間を

維持していく。 


